
吉吉井井川川河河口口域域ににおおけけるるヨヨシシ及及びびアアイイアアシシのの生生育育にに適適ししたた標標高高ににつついいてて  
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KKOOMMAAKKII  YYuurrii,,  NNAAKKAASSHHIIMMAA  YYoosshhiittaakkaa,,  OOSSHHIIMMAA  YYuuyyaa  aanndd  OOKKII  YYookkoo  

  

11.. ははじじめめにに  

吉井川河口域における汽水域生態系の基盤は干潟であり，その後背湿地には，ヨシ

（Phragmites australis)とアイアシ（Phacelurus latifolius)が混生したヨシ原が発達して

いる．しかし，近年，干潟の減少に伴って，ヨシ原も衰退しており，希少な底生生物を含めた

豊かな生物多様性の損失が懸念されている．現在，国土交通省では，吉井川河口域に人工的に

干潟を創出することで，干潟及びヨシ原を回復させる試みを検討している．さらに，アイアシ

は，岡山県では準絶滅危惧種に指定されたため（岡山県 RDB2020），生育特性を把握して保全す

る必要がある．そこで，本研究では，ヨシ原創出のためのヨシ及びアイアシの群落形成に向け

て，植栽初期における両種の生育特性と環境諸要因について検討した．  

 

22.. 植植栽栽方方法法及及びび調調査査方方法法  

本実験は，吉井川河口域から上

流の約 3.0 ㎞地点において実施し

た．図-1に試験施工地の概要図を

示す．試験地は，吉井川上流の河

床の土を用いて，T.P.1.1ｍ-2.5ｍ

の緩傾斜を盛土で造成した．波浪

による盛土の土壌流亡を防ぐため

にヤシ繊維製ロール（L=3ｍ，D=30

㎝）を 2ｍ間隔で設置した．試験施

工地における満潮時水位は，

T.P.1.48ｍ付近である． 
2021 年 3 月 15 日に，ヨシ及び

アイアシを交互に，植栽間隔 60㎝

として１植栽区に 6 株ずつ植栽し

た．ヨシは，既存群落にて１辺約

25㎝のヨシ株を地下部まで掘り取

り，ブロック植えとした．アイア

シは，実生を活用し，草高が約 50㎝の個体を実生大，約 30㎝の個体を実生小として，2つの

ステージに分けて植栽した．経時調査は，2021 年 4 月から 3 週間毎に新芽の草高及び植栽株

ごとの占有面積を計測し，土壌調査は，干潮時に土壌硬度，土壌水分を約 1 月毎に測定した．  
＊岡山大学大学院環境生命科学研究科（Graduate School of Environmental and Life Science, Okayama University） 

⁑株式会社ウエスコ(Wesco co., ltd) ⁂岡山県立大学(Okayama Prefectural University) 

キーワード：11．生態環境；生態系，生物多様性，ビオトープ 

図図--11  試試験験施施工工地地のの概概要要図図  

Figure.1 Schematic diagram of the test construction site 
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33.. 調調査査結結果果  

表-1 に植栽から約半年後の 2021 年 9 月 10 日の各植栽区におけるヨシとアイアシの全株の

新芽総数とアイアシ割合，最高草高及び枯死株数を示す．新芽総数について，最も低い T.P.1.1

ｍ-1.4ｍ区と T.P.1.4ｍ-1.6ｍ区において，ヨシは約 160 本を示し，それ以上標高が高いと，

減少傾向にあった．アイアシ割合は，ヨシの新芽総数に対するアイアシの新芽総数の割合で，

標高が 2.3ｍまでは，アイアシよりもヨシの方が多く出芽した．ステージ別にみると，アイア

シ大は，標高が 2.3ｍまでは，34％から 74％を示した．これに対し，最も高い T.P.2.3ｍ-2.5m

区では，ヨシの新芽総数に対するアイアシ大の新芽総数の割合は 133.3％を示し，ヨシの新芽

総数を上回った．アイアシ小は，いずれの標高区分においても，33％以下で貧弱であった．最

高草高について，ヨシは全植栽区で，植栽から半年間で約 100 ㎝まで生育し，アイアシよりも

ヨシの方が上回った．アイアシ大は，T.P.1.6ｍ-2.0m 区において，最も高い 91 ㎝を示した．

アイアシ小は，最も低い T.P.1.1ｍ-1.4ｍ区において，57㎝を示したが，それ以上標高が高い

と，50 ㎝以下だった．枯死株について，アイアシ大は全植栽区で枯死しなかったが，アイアシ

小は，最も低い T.P.1.1ｍ-1.4ｍ区で 3株，最も高い T.P.2.3ｍ-2.5ｍ区で 2 株枯死した． 

 

 

44.. おおわわりりにに  

ヨシは，T.P.1.1ｍ-1.4ｍ区及び T.P.1.4ｍ-1.6ｍ区において生育が良好で，潮間帯上位にあ

たる区間が適していることが示唆された．一方，T.P.2.3ｍ-2.5ｍ区のような比較的標高が高

く，満水時でも冠水しない区間において，ヨシは著しく生育が抑制され，アイアシも約 30 ㎝

の実生の場合，枯死株が多かった．それに対し，約 50 ㎝のアイアシの実生は僅かな生育抑制

にとどめられ，乾燥への耐性が大きいと考えられる．また，アイアシの小型の実生は，T.P.1.1

ｍ-1.4ｍ区でも枯死株が多かったが，大型の実生であれば良好に生育し，冠水への耐性が大き

いと推測される．それゆえ，実生を利用したアイアシの速やかな群落形成には，約 50 ㎝まで

生育させた後に植栽する必要がある．今後も生育調査を継続し，両種間における競合について

動態を調査する予定である． 

表表--11  22002211 年年 99月月 1100 日日ののヨヨシシととアアイイアアシシのの全全株株のの新新芽芽総総数数とと割割合合，，最最長長草草高高及及びび枯枯死死株株数数  

Table.1 Total number of shoots and proportion, longest plant height and the number of dead 

plants on September 10, 2021 

※ 各植栽区におけるヨシの新芽総数を 100とした時のアイアシの割合（％） 

※ 

ヨシ 30 102 0 ヨシ 46 105 0

アイアシ大 40 133.3 78 0 アイアシ小 4 8.7 29 2

ヨシ 114 102 0 ヨシ 74 83 1

アイアシ大 84 73.7 62 0 アイアシ小 24 32.4 38 0

ヨシ 80 120 0 ヨシ 96 123 0

アイアシ大 45 56.3 91 0 アイアシ小 26 27.1 42 0

ヨシ 164 132 0 ヨシ 163 95 0

アイアシ大 56 34.1 59 0 アイアシ小 26 16.0 38 1

ヨシ 151 102 0 ヨシ 169 120 0

アイアシ大 81 53.6 57 0 アイアシ小 10 5.9 57 3
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